
奈
良

。
平

城

宮

跡

第

四

一夙

調
ａ

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
法
華
寺
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
七
年

（
昭
４２
）
九
月
ｉ

一
九
六
八
年
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
杉
山
信
三

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衝
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

発
掘
区
は
平
城
宮
の
東
張
出
部
分
南
門
の
北
方
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
約
二
〇

〇
〇
∬
に
わ
た
っ
て
設
定
し
、
調
査
を
実
施
し
た
。
検
出
し
た
主
要
な
遺
構
は

東
西
塀
六
条
、
南
北
塀
三
条
、
掘
立
柱
建
物
五
棟
、
及
び
南
北
溝
、
斜
行
溝
、

玉
石
致
の
溝
等
で
あ
る
。
木
簡
は
こ
の
う
ち
斜
行
溝
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
―
発
掘
区

の
東
北
か
ら
南
西
に
む
か
っ
て
斜
行
し
て
流
れ
る
―
か
ら
計
二
六
点
が
み
つ
か

っ
た
。
こ
の
溝
は
上
層
と
下
層
と
に
わ
か
れ
、
下
層
の
溝
は
幅
約
一
ｍ
あ
り
、

両
岸
を
小
杭
と
側
板
と
で
土
ど
め
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
上
層
の
溝
は
幅

一
・

五
ｍ
に
拡
幅
改
修
し
た
も
の
で
、
下
流
で
流
路
を
さ
ら
に
西
へ
よ
せ
て
い
る
。

木
簡
は
す
べ
て
下
層
の
溝
か
ら
出
土
し
た
。
ま
た
同
じ
溝
か
ら

「少
子
」
「
厨
」

「神
亀
」
「
夫
」
な
ど
の
墨
書
土
器
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪
　
。
「
近
江
国
甘
作
郡
雄
諸
郷
」

鶉
大
津
里
大
友
行
商
　
　
」
　

　

　

μ中聟
μ露
∞
ｏ盟

三
一九
八
号

②

　

□
養
老
五
年
正
月
」
　
　
　
　
　
（ミ
∀
］聟
∞
ｏ愁

三
一６
０
号

⑤

　

「＜
伊
豆
国
那
可
郡
和
志
郷
庭
科
里
宍
人

マ
ロ

（冨
じ
ｘ
謡
×
卜　
畠
Φ　
三
一
九
七
号

〔誠
ヵ
〕

①
　
。
「右
京

一
条
四
坊
戸
主
国
克
忌
寸
薩
比
登
□
×

名
欲
給
故
牒
　
　
右
如
件

⑥
　
。
申
上
　
近
江
国
事
　
」

。
　
　
一
斗
二
升
□
升
」

（滋
ｅ
ｘ
鶴
×
卜　
盆
Φ　
三
一
九
〇
号

含
‘
∀

Φ
×
］

ｏ
‘

〓
三
九
二
号



1977年以前出上の木簡

「＜
志
摩
国
答
志
郡
和
呉
郷
難
設
里
戸
主
大
伴
マ
祢
麻
呂
口
＝

＝
鋼
癖
鞠
鋼
魏
藤
林
斬
日
」
　
　
　
　
　
　
　
　
ゃΦ”
×
∞∞
Ｘ
卜
　
〇∞や
　
一一一
一
九
エハ
ニ●

「
□

八
人

　

　

　

小

□

　

□

」
　

　

μｏギ

ω露

∞

Φ
Ｆ

三
一
九
五
号

・
×
く
諸

く
容

味

有

酒

又

味

物

」

・
忽
容
相
有
時
〔回く
紹
也
　
　
　
」

（墨
ｙ
貧
ｙ
ゃ
ｏ解

三
一
九
一一言

×
国
人
龍
　
刑

マ
大
麻
呂
」
　

　

（昏
∀
〕ダ
”
ｏ‘

三
一九
四
号

×
誦
墾
九
堅
有
吊
十
一
ｒ訂
叫
！
　
」
　
　
　
　
μ烏
×
駕
×
ｏ　
ｏ臣
　
一二
下
み
み
号

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
六
八
』

盆

九
六
八
年
）

同

『
平
城
官
木
簡
　
一一言

（
一
九
八
一
年
）

（鬼
頭
清
明
）

⑩  (9) (e)  (71

『
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪

発
掘
調
査
報
告
』
の
刊
行

現
在
、
奈
良
市
庁
の
南
西
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
所
に
復
原

。
整
備
さ
れ
て
い

る
特
別
史
跡

・
宮
跡
庭
園
の
発
掘
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
調
査
は

昭
和
五
〇
を
五
九
年
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
、総
面
積
六
六
〇
〇
ド
に
及
ぶ
。

京
内
の
一
坪
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
坪
の
中
央
に
屈
曲
し
た

石
組
の
園
池
が
発
見
さ
れ
、
奈
良
時
代
の
庭
園
の
実
例
と
し
て
貴
重
な
遺

跡
で
あ
る
。
発
掘
調
査
で
は

一
〇
二
点
の
木
簡
が
出
上
し
て
お
り
、
和
釦

年
間
の
貢
進
物
の
荷
札
や
、
「北
官
」
「竹
野
王
子
」
「御
郭
物
」
「中
務
省
」

な
ど
注
目
す
べ
き
語
旬
を
記
す
木
簡
が
多
い
。
特
に

「
北
官
」
は
長
屋
玉

室
の
吉
備
内
親
王
邸
と
考
え
ら
れ
、
古
代
史
研
究
に
お
い
て
も
興
味
深
い

内
容
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
京
左
京

三
条
二
坊
六
坪
発
掘
調
査
概
報
』

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

口
。
９
な
ど
に
略
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
本
報
告
で
は
そ
れ
ら
を
ま
と
め
、

一
点
ご
と
に
解
説
を
付
け
て
お
り
有
益
で
あ
る
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
発
掘
調
査
報
告
』

（
Ａ
四
版

。
本
文

一
一
六
頁

。
図
版
四
〇
枚
二

九
八
六
年
三
月
刊
）

頒
価
　
四
、
五
〇
〇
円
　
〒
四
五
〇
円
　
真
陽
社




